
５３ 
 

 

 

令
和
四
年
四
月
二
十
二
日
提
出 

質

問

第

五

三

号 

       
 
 

日
本
人
義
勇
兵
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

   

提 

出 

者 
 

松

原

 

仁 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

日
本
人
義
勇
兵
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

駐
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
が
本
年
二
月
末
、
外
国
人
義
勇
兵
を
募
集
し
て
い
る
旨
を
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
投
稿
し
た
と
こ

ろ
、
約
七
十
名
の
日
本
人
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
と
セ
ル
ギ
ー
・
コ
ル
ス
ン
ス
キ
ー
駐
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
が
述
べ
て
い
る
。
ま

た
、
そ
の
う
ち
約
五
十
名
が
元
自
衛
官
だ
っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
日
本
人
志
願
者
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
入
国
し
た
と
の
報
道

も
あ
る
。 

 

本
職
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
救
援
の
た
め
活
動
す
る
者
で
あ
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
日
本
人
が
命
懸
け
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
を

助
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
感
嘆
し
た
。
特
に
、
多
数
の
元
自
衛
官
が
応
募
し
た
事
実
は
、
「
私
は
、
わ
が
国
の
平
和
と
独

立
を
守
る
自
衛
隊
の
使
命
を
自
覚
し
、
日
本
国
憲
法
及
び
法
令
を
遵
守
し
、
一
致
団
結
、
厳
正
な
規
律
を
保
持
し
、
常
に
徳
操

を
養
い
、
人
格
を
尊
重
し
、
心
身
を
鍛
え
、
技
能
を
磨
き
、
政
治
的
活
動
に
関
与
せ
ず
、
強
い
責
任
感
を
も
つ
て
専
心
職
務
の

遂
行
に
あ
た
り
、
事
に
臨
ん
で
は
危
険
を
顧
み
ず
、
身
を
も
つ
て
責
務
の
完
遂
に
務
め
、
も
つ
て
国
民
の
負
託
に
こ
た
え
る
こ

と
を
誓
い
ま
す
。
」
と
服
務
の
宣
誓
を
行
っ
た
自
衛
隊
員
の
精
強
さ
や
勇
気
、
正
義
感
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
大
変
心
強
く
思

っ
た
次
第
で
あ
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
別
の
考
え
方
が
存
在
す
る
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
が
堪
能
で
な
い
日
本
人
が
も
っ
と
も



 

２ 

 

貢
献
で
き
る
方
法
は
、
兵
士
と
し
て
従
軍
す
る
こ
と
で
な
く
、
人
道
支
援
活
動
や
報
道
、
国
際
世
論
へ
の
働
き
か
け
等
で
あ
る

と
す
る
見
解
も
あ
る
。
ま
た
、
日
本
人
義
勇
兵
を
含
め
、
外
国
人
義
勇
兵
が
ロ
シ
ア
軍
に
捕
ら
え
ら
れ
た
場
合
、
人
質
の
よ
う

な
存
在
と
な
り
、
義
勇
兵
自
身
が
危
険
に
直
面
す
る
ば
か
り
か
、
そ
の
出
身
国
の
政
府
が
直
接
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
当
該
政

府
が
厳
し
い
立
場
に
立
た
さ
れ
る
危
険
も
あ
り
、
結
果
的
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
利
益
を
損
な
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
と
の
見

解
も
あ
る
。 

 

実
際
、
四
月
十
八
日
、
ロ
シ
ア
国
営
テ
レ
ビ
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
の
兵
士
と
し
て
同
国
で
戦
闘
に
参
加
し
、
ロ
シ
ア
側
の
捕

虜
と
な
っ
た
英
国
人
と
さ
れ
る
二
名
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
に
対
し
拘
束
し
て
い
る
親
ロ
シ
ア
派
政
治
家
と
自
分
達
の
交
換
を

働
き
か
け
る
よ
う
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
英
首
相
に
嘆
願
す
る
映
像
を
公
開
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
以
下
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

一 

日
本
国
憲
法
は
、
そ
の
前
文
で
、
「
わ
れ
ら
は
、
平
和
を
維
持
し
、
専
制
と
隷
従
、
圧
迫
と
偏
狭
を
地
上
か
ら
永
遠
に
除

去
し
よ
う
と
努
め
て
ゐ
る
国
際
社
会
に
お
い
て
、
名
誉
あ
る
地
位
を
占
め
た
い
と
思
ふ
。
わ
れ
ら
は
、
全
世
界
の
国
民
が
、

ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
か
れ
、
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
」
と
規
定
し
、
ま
た
、

「
日
本
国
民
は
、
国
家
の
名
誉
に
か
け
、
全
力
を
あ
げ
て
こ
の
崇
高
な
理
想
と
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
を
誓
ふ
」
と
規
定
す



 

３ 

 

る
。
国
民
と
し
て
、
自
ら
危
険
を
引
き
受
け
、
そ
の
危
険
に
つ
き
政
府
に
よ
る
庇
護
を
放
棄
し
て
義
勇
兵
と
し
て
当
該
前
文

の
趣
旨
を
実
践
す
る
国
民
に
対
し
、
国
民
の
国
外
犯
規
定
が
あ
る
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
百
九
十
九
条

の
殺
人
罪
及
び
そ
の
未
遂
罪
に
つ
い
て
、
令
和
四
年
三
月
二
十
四
日
の
国
際
連
合
に
よ
る
人
道
決
議
が
な
さ
れ
て
以
降
は
、

外
国
政
府
の
指
揮
命
令
の
下
で
行
っ
た
行
為
は
正
当
行
為
と
し
て
違
法
性
は
阻
却
さ
れ
る
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。 

二 

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
他
、
国
際
法
の
下
で
は
、
戦
争
の
当
事
国
の
正
規
軍
の
兵
士
が
負
傷
し
た
り
、
捕
虜
と
な
る
な
ど
し
て

戦
闘
外
に
置
か
れ
た
と
き
に
は
、
復
讐
や
拷
問
等
、
屈
辱
的
な
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
保
護
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ

て
い
る
。
一
方
、
外
国
人
義
勇
兵
や
傭
兵
に
つ
い
て
は
、
戦
闘
捕
虜
と
な
っ
た
場
合
、
正
規
の
戦
闘
員
と
同
等
の
保
護
を
受

け
る
権
利
も
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
扱
い
は
各
国
政
府
の
判
断
に
任
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

人
の
移
動
が
国
境
を
越
え
て
自
由
に
な
さ
れ
て
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
正
規
軍
以
外
の
戦
闘
に
関
与
す
る
者
す
べ
て

を
対
象
に
正
規
軍
同
様
の
国
際
法
上
の
合
法
的
な
地
位
を
与
え
る
よ
う
、
国
際
社
会
に
新
た
な
条
約
の
締
結
を
行
う
な
ど
国

際
間
で
の
合
意
を
図
る
べ
き
と
の
見
解
が
あ
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

 

右
質
問
す
る
。 


